
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
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導電性支持体及び該導電性支持体上に形成された感光層を有する電子写真感光体におい
て、

該感光層が、下記一般式（１）で示されるテトラアザポルフィリン化合物を含有するこ
とを特徴とする電子写真感光体。
一般式（１）



【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【請求項２】
　前記一般式（１）において、Ｍ Ｍｇ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、ＶＯ、ＴｉＯ、ＧａＣｌ
、ＧａＢｒ、ＧａＯＨ、ＳｎＣｌ２ 、Ｓｎ（ＯＨ）２ 、ＩｎＣｌ、ＡｌＣｌ、ＡｌＯＨ、
ＭｎＣｌまたはＭｎＯＨである請求項 記載の電子写真感光体。
【請求項３】
　

　

【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【請求項４】
　前記一般式（１） において、ＭがＭｇ、Ｚｎ、Ｎｉ、Ｃｕ、ＶＯ、ＴｉＯ、ＧａＣｌ
、ＧａＢｒ、ＧａＯＨ、ＳｎＣｌ２ 、Ｓｎ（ＯＨ）２ 、ＩｎＣｌ、ＡｌＣｌ、ＡｌＯＨ、
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上記一般式（１）中、Ｒ１ とＲ２ 、Ｒ３ とＲ４ 、Ｒ５ とＲ６ 、Ｒ７ とＲ８ の同一ピロー
ル環上の置換基が、置換基を有してもよいアミノ基とシアノ基との組み合わせよりなり、
Ｍは水素、軸配位子を有してもよい金属を示す。

が、

１に

導電性支持体及び該導電性支持体上に形成された感光層を有する電子写真感光体におい
て、

該感光層が、下記一般式（１）’で示されるテトラアザポルフィリン化合物を含有する
ことを特徴とする電子写真感光体。
一般式（１）’

上記一般式（１）’中、Ｒ１ ～Ｒ８ は、アルキル基及びニトロ基から選ばれる少なくと
も一方を有するフェニル基であり、Ｍは水素、軸配位子を有してもよい金属を示す。

’



ＭｎＣｌまたはＭｎＯＨより選ばれる請求項 記載の電子写真感光体。
【請求項５】
　請求項１ 記載の電子写真感光体と、帯電手段、現像手段及びクリーニ
ング手段からなる群より選ばれる少なくとも一つの手段と、を一体に支持し、電子写真装
置本体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項６】
　請求項１ 記載の電子写真感光体、帯電手段、像露光手段、現像手段及
び転写手段を有することを特徴とする電子写真装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は電子写真感光体並びに該電子写真感光体を備えたプロセスカートリッジ及び電
子写真装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、電子写真感光体とあいては、セレン、硫化カドミウム、酸化亜鉛等を主成分とす
る感光層を有するの無機感光体が広く用いられていた。一方、有機光導電性物質を用いた
電子写真感光体としては、ポリ－Ｎ－ビニルカルバゾールに代表される光導電性ポリマー
や、２，５－ビス（ｐ－ジエチルアミノフェニル）－１，３，４－オキサジアゾールのよ
うな低分子の有機光導電性物質を用いたもの、更には、かかる有機光導電性物質と各種染
料や顔料を組み合わせたもの等が知られている。
【０００３】
　有機光導電性物質を用いた電子写真感光体は、成膜性が良く、塗工によって生産できる
ため、生産性が高く、安価な電子写真感光体を提供できる利点を有している。また、使用
する染料や顔料等の選択により、感色性を自在にコントロールできる等の利点を有し、こ
れまで幅広い検討がなされてきた。特に最近では、有機光導電性染料や顔料を含有した電
荷発生層と光導電性ポリマーや低分子の有機光導電性物質を含有した電荷輸送層を積層し
た機能分離方感光体の開発により、従来の有機電子写真感光体の欠点とされていた感度や
耐久性に著しい改善がなされてきた。
【０００４】
　アゾ顔料は優れた光導電性を示し、しかもアゾ成分とカプラー成分の組み合わせ方で様
々な特性を持った化合物が容易に得られることから、これまで、数多くの化合物が提案さ
れており、例えば特開昭５４－２２８３４号公報、特開昭５８－１７７９５５号公報、特
開昭５８－１９４０３５号公報、特開昭６１－２１５５５６号公報、特開昭６１－２４１
７６３号公報、特開昭６３－１７４５６号公報等が挙げられる。しかしながら、従来のア
ゾ顔料を用いた電子写真感光体は、感度や繰り返し使用時の電位安定性の面で必ずしも十
分なものとはいえず、実用化されているのはごく僅かな材料のである。
【０００５】
　また、フタロシアニン系顔料は着色用途の他、電子写真感光体、太陽電池センサー等に
用いられる電子材料として注目され、検討されているが、本発明のテトラアザポルフィリ
ン系については殆ど報告されていない。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の目的は、新規な電子写真感光体を提供すること、高感度特性と繰り返し使用時
の安定した電位特性を有した電子写真感光体を提供すること、該電子写真感光体を用いた
プロセスカートリッジ並びに電子写真装置を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、
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３に

～４のいずれかに

～４のいずれかに

導電性支持体及び該導電性支持体上に形成された感光層を有する電子写真感
光体において、



　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　該感光層が、下記一般式（１）’で示されるテトラアザポルフィリン化合物を含有する
ことを特徴とする電子写真感光体から構成される。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【０００８】
　また、本発明は、前記本発明の電子写真感光体 帯電手段、現像手段、クリーニング
手段からなる群より選ばれる少なくとも一つの手段 を一体に支持し、電子写真装置本
体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジから構成される。
【０００９】
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該感光層が、下記一般式（１）で示されるテトラアザポルフィリン化合物を含有するこ
とを特徴とする電子写真感光体から構成される。
一般式（１）
【化３】

上記一般式（１）中、Ｒ１ とＲ２ 、Ｒ３ とＲ４ 、Ｒ５ とＲ６ 、Ｒ７ とＲ８ の同一ピロー
ル環上の置換基が、置換基を有してもよいアミノ基とシアノ基との組み合わせよりなり、
Ｍは水素、軸配位子を有してもよい金属を示す。

また、本発明は、導電性支持体及び該導電性支持体上に形成された感光層を有する電子
写真感光体において、

一般式（１）’
【化４】

上記一般式（１）’中、Ｒ１ ～Ｒ８ は、アルキル基及びニトロ基から選ばれる少なくと
も一方を有するフェニル基であり、Ｍは水素、軸配位子を有してもよい金属を示す。

と、
と、



　また、本発明は、前記本発明の電子写真感光体、帯電手段、像露光手段、現像手段及び
転写手段を有することを特徴とする電子写真装置から構成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　上記表現のアルキル基としてはメチル、エチル、プロピル等の基が挙げら 。
【００１１】
　上記表現の置換基としてはメチル、エチル、プロピル、ブチル等のアルキル基、フェニ
ル、ビフェニル、ナフチル等のアリール基、メトキシ、エトキシ等のアルコキシ基、メチ
ルアミノ、エチルアミノ、ジメチルアミノ、ジエチルアミノ等のアルキルアミノ基、フェ
ニルアミノ、ジフェニルアミノ等のアリールアミノ基、フッ素原子、塩素原子、臭素原子
、ヨウ素原子のハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、トリフルオロメチル等のハロメチル
基等が挙げられる。
【００１２】
　Ｍの軸配位子としてはハロゲン原子、酸素原子、ヒドロキシ基、アルコキシ基、アミノ
基、アルキルアミノ基等が挙げられる。
【００１３】
　次に、一般式（１） で示されるテトラアゾポルフィリン化合物の
例を挙げるが、本発明は、これ等に限定されるものではない。
【００１４】
テトラアゾポリフィリン例示化合物基本型
【化 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表１】
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れる

または一般式（１）’

５



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【表２】
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【表３】
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【表４】



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１５】
　本発明の電子写真感光体は、導電性支持体上に一般式（１） で示
されるテトラアザポルフィリン化合物を含有する感光層を有する。感光層の形態は公知の
いかなる形態であってもよいが、一般式（１） で示されるテトラア
ザポルフィリン化合物を含有する層を電荷発生層とし、これに電荷輸送層を積層した機能
分離型の感光層が特に好ましい。
【００１６】
　電荷発生層は、前記のテトラアザポルフィリン化合物を適当な溶剤中で、バインダー樹
脂と共に分散した塗布液を、導電性支持体上に公知の方法によって塗布することによって
形成することができ、その膜厚は５μｍ以下、好ましくは０．１～１μｍの薄膜層とする
ことが望ましい。
【００１７】
　バインダー樹脂は、広範な絶縁性樹脂あるいは有機光導電性ポリマーから選択されるが
、置換または無置換のポリビニルブチラール、ポリビニルベンザール、ポリアリレート、
ポリカーボネート、ポリエステル、フェノキシ樹脂、セルロース樹脂、アクリル樹脂、ポ
リウレタン等が好ましく、置換基としてはフッ素原子、塩素原子、等のハロゲン原子、ア
ルキル基、アルコキシ基、ニトロ基、トリフルオロメチル基、シアノ基等が挙げられる。
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または一般式（１）’

または一般式（１）’



また、バインダー樹脂の使用量は電荷発生層中の含有率で８０重量％以下、好ましくは５
０重量％以下である。
【００１８】
　また、使用する溶剤は、前記の樹脂を溶解し、後述の電荷輸送層や下引き層を溶解しな
いものから選択することが好ましい。具体的には、テトラヒドロフラン、１，４－ジオキ
サン等のエーテル類、シクロヘキサノン、メチルエチルケトン等のケトン類、Ｎ，Ｎ－ジ
メチルホルムアミド等のアミド類、酢酸ブチル、酢酸エチル等のエシテル類、トルエン、
キシレン、クロロベンゼン等の芳香族炭化水素化合物、メタノール、エタノール、２－プ
ロパノール等のアルコール類、クロロホルム、塩化メチレン等の脂肪族炭化水素化合物等
が挙げられる。
【００１９】
　電荷輸送層は電荷発生層の上または下に積層され、電界の存在下電荷発生層から電荷キ
ヤリアを受け取り、これを輸送する機能を有している。電荷輸送層は、電荷輸送物質を必
要に応じて適当なバインダー樹脂と共に溶剤中に溶解した塗布液を塗布することによって
形成され、その膜厚は一般的には５～４０μｍ、好ましくは１０～２５μｍが望ましい。
【００２０】
　電荷輸送物質には、電子輸送物質と正孔輸送物質があり、電子輸送物質としては、２，
４，７－トリニトロフルオレノン、２，４，５，７－テトラニトロフルオレノン、クロラ
ニル、テトラシアノキノジメタン等の電子吸引性物質やこれ等電子吸引性物質を高分子化
したもの等が挙げられ、正孔輸送物質としては、ピレン、アントラセン等の多環芳香族化
合物、カルバゾール、インドール、イミダゾール、オキサゾール、チアゾール、オキサジ
アゾール、ピラゾール、ピラゾリン、チアジアゾール、トリアゾール系化合物等の複素環
化合物、ｐ－ジエチルアミノベンズアルデヒド－Ｎ，Ｎ－ジフェニルヒドラゾン、Ｎ，Ｎ
－ジフェニルヒドラジノ－３－メチリデン－９－エチルカルバゾール等のヒドラゾン系化
合物、α－フェニル－４’－Ｎ，Ｎ－ジフェニルアミノスチルベン、５－［４－（ジ－ｐ
－トリルアミノ）ベンジリデン］－５Ｈ－ジベンゾ［ａ，ｄ］シクロヘプテン等のスチリ
ル系化合物、ベンジジン系化合物、トリアリールメタン系化合物、トリフェニルアミンあ
るいは、これ等の化合物からなる基を主鎖または側鎖に有するポリマー（例えばポリ－Ｎ
－ビニルカルバゾール、ポリビニルアントラセン等）が挙げられる。
【００２１】
　これ等の有機電荷輸送物質の他にセレン、セレン－テルル、アモルファスシリコン、硫
化カドミウム等の無機材料も用いることができる。また、これ等の電荷輸送物質は１種ま
たは２種以上組み合わせて用いることができる。
【００２２】
　電荷輸送物質が成膜性を有していないときは適当なバインダーを用いることができ、具
体的にはアクリル樹脂、ポリアリレート、ポリエステル、ポリカーボネート、ポリスチレ
ン、アクリロニトリル－スチレンコポリマー、ポリアクリルアミド、ポリアミド、塩素化
ゴム等の絶縁性樹脂あるいはポリ－Ｎ－ビニルカルバゾール、ポリビニルアントラセン等
の有機光導電性ポリマー等が挙げられる。
【００２３】
　感光層が形成される導電性支持体としては、例えばアルミニウム、アルミニウム合金、
銅、亜鉛、ステンレス、バナジウム、モリブデン、クロム、チタン、ニッケル、インジウ
ム、金や白金、更にこれ等金属あるいは合金を陽極酸化や化成処理によって表面処理を施
したもの等が用いられる。
【００２４】
　また、上記金属あるいは合金を真空蒸着法によって被膜形成したプラスチック（例えば
ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、ポリエチレンテレフタレート、アクリ
ル樹脂等）や導電性粒子（例えばカーボンブラック、銀粒子等）を適当なバインダー樹脂
と共にプラスチックまたは金属基板上に被覆した支持体あるいは導電性粒子をプラスチッ
クや紙に含浸した支持体等を用いることができる。
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【００２５】
　導電性支持体と感光層の中間にバリヤー機能と接着機能を持つ下引き層を設けることも
できる。下引き層の膜厚は５μｍ以下、好ましくは０．１～３μｍが適当である。下引き
層はカゼイン、ポリビニルアルコール、ニトロセルロース、ポリアミド（ナイロン６、ナ
イロン６６、ナイロン６１０、共重合ナイロン、アルコキシメチル化ナイロン等）、ポリ
ウレタン、酸化アルミニウム等によって形成することができる。
【００２６】
　本発明の別の具体例として、一般式（１） で示されるテトラアザ
ポルフィリン化合物と電荷輸送物質を同一層に含有させた電子写真感光体を挙げることが
できる。この例の電子写真感光体は、前記テトラアザポルフィリン化合物と電荷輸送物質
を適当な樹脂溶液中に分散させた液を導電性支持体上に塗布乾燥して作成することができ
る。
【００２７】
　いずれの電子写真感光体においても、用いる一般式（１） で示さ
れるテトラアザポルフィリン化合物の結晶形は非晶質であっても結晶質であってもよく、
また、必要に応じて該テトラアザポルフィリン化合物を２種類以上組み合わせたり、公知
の電荷発生物質、例えばフタロシアニン系顔料、アゾ系顔料、ペリレン系顔料等と組み合
わせて用いることも可能である。
【００２８】
　本発明の電子写真感光体は電子写真複写機に利用するのみならず、レーザービームプリ
ンター、ＣＲＴプリンター、ＬＥＤプリンター、液晶プリンター、レーザー製版、ファク
シミリ等の電子写真応用分野にも広く用いることができる。
【００２９】
　次に、本発明のプロセスカートリッジ並びに電子写真装置について説明する。図１に本
発明の電子写真感光体を有するプロセスカートリッジを有する電子写真装置の概略構成を
示す。図において、１はドラム状の本発明の電子写真感光体であり、軸２を中心に矢印方
向に所定の周速度で回転駆動される。感光体１は回転過程において、一次帯電手段３によ
りその周面に正または負の所定電位の均一帯電を受け、次いで、スリット露光やレーザー
ビーム走査露光等の像露光手段（不図示）からの画像露光光４を受ける。こうして感光体
１の周面に静電潜像が順次形成されていく。
【００３０】
　形成された静電潜像は、次いで現像手段５によりトナー現像され、現像されたトナー現
像像は、不図示の給紙部から感光体１と転写手段６との間に感光体１の回転と同期取りさ
れて給送された転写材７に、転写手段６により順次転写されていく。像転写を受けた転写
材７は感光体面から分離されて像定着手段８へ導入されて像定着を受けることにより複写
物（コピー）として装置外へプリントアウトされる。像転写後の感光体１の表面は、クリ
ーニング手段９によって転写残りトナーの除去を受けて清浄面化され、更に前露光手段（
不図示）からの前露光光１０により除電処理がされた後、繰り返し画像形成に使用される
。なお、一次帯電手段３が帯電ローラー等を用いた接触帯電手段である場合は、前露光は
必ずしも必要ではない。
【００３１】
　本発明においては、上述の感光体１、一次帯電手段３、現像手段５及びクリーニング手
段９等の構成要素のうち、複数のものをプロセスカートリッジとして一体に結合して構成
し、このプロセスカートリッジを複写機やレーザービームプリンター等の電子写真装置本
体に対して着脱可能に構成してもよい。例えば一次帯電手段３、現像手段５及びクリーニ
ング手段９の少なくとも１つを感光体１と共に一体に支持してカートリッジ化し、装置本
体のレール１２等の案内手段を用いて装置本体に着脱可能なプロセスカートリッジ１１と
することができる。また、画像露光光４は、電子写真装置が複写機やプリンターである場
合には、原稿からの反射光や透過光を用いる、あるいは、センサーで原稿を読み取り、信
号化し、この信号に従って行われるレーザービームの走査、ＬＥＤアレイの駆動及び液晶
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シャッターアレイの駆動等により照射される光である。
【００３２】
【実施例】
　合成例、実施例によって本発明を更に詳細に説明するが、これにより本発明が実施例に
限定されるものではない。なお、例中における「部」は「重量部」を示し、吸収ピークは
溶媒にα－クロロナフタレンを用いて測定した吸収波長ピークを示す。
【００３３】
　合成例１（例示化合物１～４の合成）
　Ｍｇの粉末０．３部をヘキサノール１２０部中に加熱しながら完全に溶解後、１，２－
ジシアノ－３，３－ジメチル－１－ブテン７部を加え、３時間還流した。反応溶媒を留去
後、残渣に重曹水を加え、クロロホルムで抽出、抽出層を硫酸マグネシュウムで乾燥後、
溶媒を留去し、アルミナカラム（溶媒：クロロホルム～クロロホルム／メタノール＝２０
／１）にて精製し、例示化合物１を０．３４部、例示化合物２と例示化合物３の混合物を
０．８６部、例示化合物４を０．１部それぞれ得た。下記にそれぞれの元素分析値と吸収
ピーク波長の値を示す。
【００３４】
元素分析　　例示化合物１　例示化合物２、３　例示化合物４　計算値
　Ｃ　　　　６０．１３　　５８．５４　　　　５８．８５　　５９．９６
　Ｈ　　　　　６．４８　　　５．５５　　　　　５．９７　　　５．５９
　Ｎ　　　　３０．７９　　３１．１１　　　　３０．７３　　３１．０８
ピーク波長
　例示化合物１：７３１ｎｍ
　例示化合物２、３：７５９，７３０ｎｍ
　例示化合物４：７９７，６５８ｎｍ
【００３５】
　合成例２（例示化合物５の合成）
　合成例１で得た例示化合物１を１部を酢酸１００部と共に３０℃で３０分間撹拌後、ろ
取、水洗、乾燥し、シリカゲルカラム（溶媒：クロロホルム／メタノール＝１００／１）
にて精製し、７７６ｎｍに吸収ピークを有する例示化合物５を０．７５部得た。下記に元
素分析値を示す。
【００３６】
元素分析　　例示化合物５　　計算値
　Ｃ　　　　６１．６５　　　６１．８７
　Ｈ　　　　　６．２２　　　　６．０６
　Ｎ　　　　３１．８７　　　３２．０７
【００３７】
　合成例３（例示化合物６、７混合物の合成）
　合成例１で得た例示化合物２と例示化合物３の混合物３２部を酢酸３０００部と共に３
０℃で１時間撹拌後、ろ取、水洗、乾燥し、シリカゲルカラム（溶媒：クロロホルム／メ
タノール＝３０／１）にて精製し、７７０ｎｍと７４９ｎｍに吸収ピークを有する例示化
合物６と例示化合物７の混合物を１８部得た。下記に元素分析値を示す。
【００３８】
元素分析　　例示化合物６、７　　計算値
　Ｃ　　　　６０．６６　　　　　６１．８７
　Ｈ　　　　　６．４３　　　　　　６．０６
　Ｎ　　　　３２．０７　　　　　３２．０７
【００３９】
　合成例４（例示化合物８の合成）
　合成例１で得た例示化合物４を９部を酢酸９００部と共に１００℃で２時間撹拌後、ろ
取、水洗、乾燥し、シリカゲルカラム（溶媒：クロロホルム／メタノール＝３０／１）に
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て精製し、８２１ｎｍに吸収ピークを有する例示化合物８を４８部得た。下記に元素分析
値を示す。
【００４０】
元素分析　　例示化合物８　　計算値
　Ｃ　　　　６０．７４　　　６１．８７
　Ｈ　　　　　６．１０　　　　６．０６
　Ｎ　　　　３１．５５　　　３２．０７
【００４１】
　合成例５（例示化合物９～１１の合成）
　塩化第一銅２部、１，２－ジシアノ－３，３－ジメチル－１－ブテン７部、尿素９．６
部を混合し、１００℃で１．５時間処理した後、１８０℃で５時間反応させ、冷却後、水
１０００部を投入し、１時間撹拌した。析出物をろ取、乾燥後、アルミナカラム（溶媒：
クロロホルム／メタノール＝１００／１）にて精製し、例示化合物９を０．２４部、例示
化合物１０と例示化合物１１の混合物を０．８部得た。下記にそれぞれの元素分析値と吸
収ピーク波長の値を示す。
【００４２】
元素分析　　例示化合物９　例示化合物１０、１１　計算値
　Ｃ　　　　５７．１７　　５６．２２　　　　　　５６．８７
　Ｈ　　　　　５．７５　　　５．４２　　　　　　　５．３０
　Ｎ　　　　２９．１８　　２９．７９　　　　　　２９．４７
ピーク波長
　例示化合物９：７３０ｎｍ
　例示化合物１０、１１：７６１，７３８ｎｍ
【００４３】
　実施例１ ８
　アルミ支持体上にメトキシメチル化ナイロン（数平均分子量３２，０００）５部とアル
コール可溶性共重合ナイロン（数平均分子量２９，０００）１０部をメタノール９５部に
溶解した液をマイヤーバーで塗布し、乾燥後の膜厚１μｍの下引き層を形成した。
【００４４】
　次に、前記例示化合物８を４部をシクロヘキサノン９４部にブチラール樹脂（ブチラー
ル化度６３モル％）２部を溶かした液に加え、サンドミルで２時間分散した後、酢酸エチ
ル１００部で希釈し分散液とした。この分散液を下引き層上に乾燥後の膜厚が０．２μｍ
となるようにマイヤーバーで塗布し、電荷発生層を形成した。
【００４５】
　次いで、下記構造式を有するヒドラゾン化合物５部
【化 】
　
　
　
　
　
　
とポリメチルメタクリレート（数平均分子量１０００００）５部をクロロベンゼン４０部
に溶解し、この液を電荷発生層上に乾燥後の膜厚が２２μｍとなるようにマイヤーバーで
塗布し、電荷輸送層を形成し、電子写真感光体を作成した。感光体１とする。
【００４６】
　例示化合物８に代え他の例示化合物を用いた他は、実施例１と同様にして実施例
８に対応する電子写真感光体を作成した。感光体 ８とする。
【００４７】
　感光体１ ８のそれぞれを川口電機（株）製静電複写紙試験装置（ＳＰ－４２８
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）を用いて－５ＫＶのコロナ放電で負に帯電し、１秒間暗所に放置した後、ハロゲンラン
プを用いて照度１０ルックスの光で露光し、帯電特性を評価した。帯電特性としては表面
電位Ｖ０ と暗所放置後の表面電位が１／２に減衰するのに必要な露光量Ｅ１ ／ ２ を測定し
た。結果を表９に示す。
【００４８】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４９】
　比較例１および２
　実施例１で用いた例示化合物８に代えて下記構造式を有する比較顔料１及び比較顔料２
を用いた他は、実施例１と全く同様にして比較例１及び２に対応する電子写真感光体を作
成した。感光体９及び１０とする。それぞれの感光体について実施例１と同様にして帯電
特性を評価した。結果を表１０に示す。
比較顔料１
【化 】
　
　
　
　
　
　
比較顔料２
【化 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
【表 】
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【００５１】
　これ等の結果から、本発明の電子写真感光体はいずれも十分な帯電能と優れた感度を有
していることが知られる。
【００５２】
　実施例９ １３
　感光体１を－７．０ＫＶのコロナ帯電器、露光光学系、現像器、転写帯電器、除電露光
光学系及びクリーナーを備えた電子写真複写機のシリンダーに貼りつけた。初期の暗部電
位ＶＤと明部電位ＶＬをそれぞれ－７００Ｖ、－２００Ｖ付近に設定し、５０００回繰り
返し使用した際の暗部電位の変動量ΔＶＤと明部電位の変動量ΔＶＬを測定した。なお、
電位の変動量における負記号は電位の絶対値の低下を表し、正記号は電位の絶対値の増加
を表す。結果を表１１に示す。感光 についても同様の評価を行った。結果を表１１に
示す。
【００５３】

　
　
　
　
　
　
　
　
【００５４】
　比較例３及び４
　感光体９及び１０についても、実施例９と同様の方法により繰り返し使用時の電位変動
量を測定した。結果を表１２に示す。
【００５５】
【表 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５６】
　実施例９ １３及び比較例３、４の結果から、本発明の電子写真感光体は繰り返し使
用時の電位の変動が少ないことがいられる。
【００５７】
　実施例１４
　アルミ蒸着ポリエチレンテレフタレートフィルムのアルミ面に０．５μｍの膜厚を有す
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【表７】
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るポリビニルアルコールの下引き層を形成した。この上に実施例３におけると同じ例示化
合物２５の分散液をマイヤーバーで塗布乾燥して、膜厚０．３０μｍの電荷発生層を形成
した。
【００５８】
　次いで、下記構造式を有するスチリル化合物５部、
【化 】
　
　
　
　
　
　
とポリカーボネート（重量平均分子量５５０００）５部をテトラヒドロフラン４０部に溶
解し、この液を電荷発生層上に塗布乾燥して、膜厚が１８μｍの電荷輸送層を形成し、電
子写真感光体を作成した。この電子写真感光体の帯電特性と耐久特性を実施例１及び実施
例９と同じ方法によって測定した。結果を示す。
ＶＯ：－７１０Ｖ、Ｅ１ ／ ２ ：１．４ルックス・秒
ΔＶＤ：０Ｖ、ΔＶＬ：－１０Ｖ
【００５９】
　実施例１７
　アルミ支持体上にメトキシメチル化ナイロン（数平均分子量３２，０００）５部とアル
コール可溶性共重合ナイロン（数平均分子量２９，０００）１０部をメタノール９５部に
溶解した液をマイヤーバーで塗布し、乾燥後の膜厚１μｍの下引き層を形成した。
【００６０】
　次に、合成例５で得た例示化合物１０と１１の混合物０．４部を酢酸ブチル９．４部に
ブチラール樹脂（ブチラール化度６３モル％）０．２部を溶かした液に加え、サンドミル
で２時間分散した後、酢酸エチル１０部で希釈し分散液とした。この分散液を下引き層上
に乾燥後の膜厚が０．５μｍとなるようにマイヤーバーで塗布し、電荷発生層を形成した
。
【００６１】
　電荷発生層の上に２，４，７－トリニトロ－９－フルオレン５部とポリ－４，４’－ジ
オキシジフェニル－２，２－プロパンカーボネート（分子量３０００００）５部をテトラ
ヒドロフラン５０部に溶解した液をマイヤーバーで塗布乾燥して、膜厚１６μｍの電荷輸
送層を形成して電子写真感光体を作成した。実施例１と同じ方法で帯電特性を評価した。
但し帯電は正帯電とした。結果を示す。
　ＶＯ ：＋６８０Ｖ、Ｅ１ ／ ２ ：２．６５ルックス・秒
【００６２】
　実施例１８
　例示化合物５の０．５部をテトラヒドロフラン９．５部とペイントシェイカーで１時間
分散した。ここへ実施例１で用いたと同じ電荷輸送物質５部とポリカーボネート５部をテ
トラヒドロフラン４０部に溶かした液を加え、更に１時間振とうした。調製した塗布液を
アルミ支持体上にマイヤーバーで塗布乾燥して膜厚１６μｍの感光層を形成して電子写真
感光体を作成した。実施例１と同じ方法で帯電特性を評価した。但し帯電は正帯電とした
。結果を示す。
　ＶＯ ：＋６５０Ｖ、Ｅ１ ／ ２ ：２．２４ルックス・秒
【００６３】
【発明の効果】
　本発明の電子写真感光体は、高感度特性と繰り返し使用時の安定した電位特性を有する
という顕著な効果を奏する。また、プロセスカートリッジ及び電子写真装置に装着して同
様に優れた効果を奏する。
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【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の電子写真感光体を有するプロセスカートリッジを有する電子写真装置
の概略構成を示す図。
【符号の説明】
　１　本発明の電子写真感光体
　２　軸
　３　一次帯電手段
　４　画像露光光
　５　現像手段
　６　転写手段
　７　転写材
　８　像定着手段
　９　クリーニング手段
　１０　前露光光
　１１　プロセスカートリッジ
　１２　レール
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